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1は じめに

歴史地理学において古地割に関する研究は多いが、それらの考証には地籍図が必要不可欠と

なっている。城下町については絵図や文献史料が比較的まとまって残 されていて、景観復原の

研究事例が蓄積されてきたといえよう。

さて、郡山城下町を対象にした地理学および隣接分野による既往の調査報告や研究をみてみ

ると、城下町全体を研究範囲としたもの、城郭や町屋敷地区に範囲を限定したものに整理でき

よう。そのほか、城下町絵図自体を研究対象にしたものがみられる。

町屋敷地区については、天明年間および寛政年間の町割図が残されているので、当時の屋敷

地割をこの図から検討できるD。 また、地籍図との比較によって、地割の連続性を考えること

もできる。郡山の場合、侍屋敷地区ついては、貞享年間(1684～88)、 享保9(1724)、 安政年

間(1854～60)の3点 の近世城下町絵図から読み取って屋敷地の配置を明かにしていくことが

可能である2)。それ らか ら得 られる情報は屋敷地割や士族(家 臣)名 に限られるため、家臣団

屋敷の配置を理解する程度にどとまって しまう。 しか も、屋敷地割に関する筆界の情報は不正

確であ り、絵図のみの分析では限界があったといえよう。近年、渡辺3)が 米沢城下町に残 され

た侍屋敷地区の屋敷地割について検討を行っている。この論考は城下町絵図の様式変化 と侍屋

敷地の管理を研究テーマとしているが、そこで示された武家屋敷地区における各屋敷地の詳細

な面積データなどは、同地区の地割、そこから展開する景観の研究に大 きく寄与 したものとい

えよう。しかし、このような詳細なデータは日本全国の城下町で得 られないであろう。とすれ

ば、その代用できる資料を用いながら分析を進めねばならない。

そこで、地籍図を用いた地割の検討は、郡山城下町の侍屋敷地区を理解する上で大 きな意味

をもつであろう。本研究はそのことをふまえ、地籍図、 とくに字限図を用いた検討を試み、そ

の方法の有効性を引き出すことが目的であるが、城下町の一部の地区の検討にすぎず今後の方
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向性を探る第一歩にす ぎないことを断ってお く。

皿 郡山城下町の範囲と地籍図の種類

郡山城下町の範囲を明治初期の行政単位で区分 してみると、町屋敷地区は郡山町、城郭およ

び侍屋敷地区は北郡山村 と南郡山村に相当する。 もう少 し詳 しくこれらの町村について触れて

おこう。北郡山村は明治9年 旧町屋敷地区に相当する郡山町から分村 して成立した村で、旧郡

山城内および北部から西部の侍屋敷地区の範囲にあたる。一方、南郡山村は郡山町から分村 し

て成立した村で、同町の南側、つまり、旧郡山城三の丸および南側から西側の侍屋敷地区の範

囲にあたる。この両村は、明治22年 に郡山町に合併 され大字 となった。本稿で扱 う郡山町は、

特別に断らない限り、北郡山村および南郡山村 と合併する明治22年 よりも前の範囲をさす。

郡山町、北郡山村、南郡山村の範囲を描いた地籍図は大和郡山市役所所蔵の6冊 である。そ

の帳簿名は、① 「郡山町」(大正12年)、 ② 「郡山町」(大正14年)、 ③ 「無題(北 郡山村)」(明

治22年?)、 ④ 「字限地図 添下郡南郡山村」(明 治19年)、 ⑤ 「奈良県下大和国添下郡南郡山村

地図」(明 治21年)、 ⑥ 「生駒郡郡山町大字南郡山地図」(大 正14年)、 である。表紙に記された

題名や作成年代による区分はひとまずおき、体裁から判断するといずれの帳簿も字単位に地割

を描いた 「字限図」 といえよう。作成年代から分類すると、明治中期と大正末期の2期 の区分

でき、また、城下町各地区との対応関係からみると、①、②は町屋屋敷地区、③～⑥は侍屋敷

地区にそれぞれ対応することになる。③～⑤は、郡山町に合併する直前の状況を描いてお り、

⑥は郡山町と合併後大字 となった状況を描いている。

皿 郡山町の字限図

郡山町は近世城下町の町屋敷地区とほぼ一致することは、すでに記した。そこで、この範囲

が描かれる地籍図2点 について、比較検討をしておきたい。

(1)郡 山町(大 正12年)の 字 限 図

この 地籍 図 の 表紙 に は 、郡 山 町 内 の 字 名 に相 当 す る 町 名 が 記 載 され る 。 した が っ て 、 原 則 と

して 「町」 とい う文 字 は記 され て い な い が 、 一 部 で は 「町」 とい う文 字 が 入 っ た 箇所 が あ る 。

表紙 以 下 の 記 載 を 各紙 に記 載 され る とお り示 しお く。1紙1字 と して 、 南 大 工 町 、奈 良 、綿 町、

雑穀 、本 町 、 材 木 町 、 東 岡 、西 奈 良 口 、 新 中 、 観音 寺 、 北 鍛 冶 、 中鍛 冶 、 東 奈 良 口 、 西 野垣 内、

藺 、塩 、堺 、魚 、 茶 、南 鍛 冶 、 紺 屋 、、 豆 腐 、 新 紺 屋 、 柳5丁 目、 北 大 工 、 車 、柳3丁 目、 矢

田 、柳1丁 目、柳2丁 目、柳4丁 目、洞 泉 寺 、 今井 、柳 裏 の順 とな っ て い る 。 この 各 字 は 、 近

世城 下 町 の 各 町 に相 当す る。1紙1字 の例 外 と して 、東 岡 と矢 田 は 各2紙 あ り、 合 計 紙 数36で

あ る 。 と ころ が 、 表紙 に記 載 され る字 名順 と紙 順 は異 な っ て い る 。

1紙 上 に は1字 の輪 郭 が と られ 、道 路 が赤 、水 路 が青 で記 され る 。1字 内 を筆 界 に よっ て1
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土平:「 字 限図」 を用 いた大和郡 山城 下町の地割分析

筆 ご と に割 っ て い る。 1筆 ごとに地番が記されているが、地目の分類はない(図1)。
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図1明 治12年 の字限図(郡 山町柳1丁 目)

注)大 和 郡山市役所所蔵
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(2)郡 山町(大 正14年)の 字 限 図

前 掲 の 地籍 図 と同 じ体 裁 で あ り、 表紙 に郡 山 町 の大 字 が順 に 記 載 され 、 以 下 の 紙 順 と0致 す

る。 ち なみ に、 そ の順 は今 井 、柳 裏 、 南鍛 冶 、 雑 穀 、 北 大 工 、 東奈 良 口、 材 木 、 中鍛 冶 、紺 屋 、

洞泉 寺 、 観 音 寺 、 西奈 良 口 、 矢 田 、 東 岡、 北 鍛 冶 、 豆腐 、新 紺 屋 、 西 野垣 内 、本 、堺 、綿 、藺 、

車 、 塩 、 茶 、 魚 、 南 大 工 、柳1丁 目、柳2丁 目、柳3丁 目、柳4丁 目、柳5丁 目、 柳6丁 目で

あ る。

1紙 上 の 描 き方 につ い て も前 掲 の 地 籍 図 と 同様 で あ り、1字 の 輪 郭 が と られ、 道 路 が 赤 、 水

路 が 青 で 記 され る。1字 内 を筆 界 に よ って1筆 ご とに割 っ て い る。1筆 ご とに地 番 の ほか 、 地

目が 記 さ れ て い る(図2)。

皿 北郡山村 ・南郡山村の字限図

北郡山村および南郡山村は、近世城下町の範囲に対応 させてみると、城郭や侍屋敷地の部分

に相当することはすでに述べた。ここではそれぞれの字限図を検討してみたい。

(1)北 郡山村の字限図

この字限図は作成年代が記されていない。凡例の様式や村全体の全図の体裁が(2)で 述べ

る南郡山村のものと酷似していることから、この北郡山村の字限図は、この南郡山村と同一時

期、つまり、明治21年 ごろに作成されたと考えてよいであろう。ちなみに、明治22年 の奈良県

の公印が押印されている。

凡例には、3つ の注書が記されている。第1は 「全図ハ字限面ヲ十分之一二縮ム、但シ十間

ヲ以テ曲尺一分 トス、即チ六千分ノーナリ」と最初の紙面に描かれる全体図の縮尺条件が記 さ

れ、それは6000分 の1と している。第2に 「字限図ハ實地一問ヲ以テ曲尺一分二縮ム、即チ六

百分ノーナリ」 とあり、字ごとの図については600分 の1と している。第3に 「左の各色印ヲ以

テ各地各種 ヲ区別ス」 とある。色区分は原則 として地目区分であり、それらは神社境内地、木

造家屋、林、竹藪、荒地、原野、田、畑、畦畔、水、墳墓地、宅地、荒地の順で色区分がされ

ている。しかし、退色 しているためこれら13色による色区分の判別は困難である。また、記号

は、板橋、道路、堤塘、村界、字界、筆界、方位線の7種 類 を示している。

この字限図には各字(各 紙)の 相対的な位置関係を把握することができるように全体図が含

まれている。しかし、読み取 りができない部分もあるので、別図で補って各字の位置関係を確

認できるようにしてお く(図3)。

目次にあたる紙面では、第1番 か ら第35番 までの字 とその面積が記される(表1)。 図3と 照

合するとそれぞれの字と面積が把握できる。そのなかで字小川町は13町6畝3歩 である。城下

北部の侍屋敷地が西ノ京丘陵地に位置するなかで、この地区は郡山町の北側に接する平地で

あった。
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土平:「字限図」を用いた大和郡山城下町の地割分析

や噸警
'

、

、

、

'

劇く'

㍗

摯{

♂

騨

醤

φ
'
・'

'

、

、

へ

瞥
」̂

、蔦臥

"

、

叙l/

ギ
ーヤ

i4

f
s

-

1,
9

i

じ

嫡 》

'蠕鰭繋馨簗
ノ ノレ み ル ギ ち

ノ ノ ヂ ぞゴ ヤナ やデ し ヂヂゲナ ノノ ノ
パヂぐヤ ヤま ヤく ダナ ち ヂ

'罫
.ジ選、∵ン轡 礎 都 ∴'ポ羅:t

Rド ズ ノノノボい ヤ エ ナ キ

・ 、 評,,・ ㌧ ㌦ ・芝1,,・㌔ ・,'㌔ 乱 」 、 ご

'♂ ㍗{,、}党 〃 く・ く'・ ψ'夢 、二・
く'く ・'.・ ・、,㌃'〆 些 尋A'・

♂ 、,'"、,・ き8岬'"亭 、

"'"㍉'も,'、

鎖＼'匹
　 こ

も"マ ご

、

　

'、

'

∫一∫愚 濫 碧'"曹 ∫

ゑ 湯 ∬ 爵

オll一ベデ再 ・

,

、

、

レ

呪

・

丁

2

ド

膏

w
金

一
'

い

二

隅……

剛
ヨ

引
ギ

…

ひ

～

'
～

り

の

電

…
奄

瑳

幅

い

…

喘

へ

も

昌

桟
、

頻

三

"三

`

く

'
'

セ

細

㌔ '《
門L

雍

ξ

欺
{

'

∵

こ

戯

薫

、、、

'

く
誘
農

ヤ

姻

蔓

～φ獅㎝鉱
貿

β

'
多

'

凄

ム

呂

、

、
'
鱈

脚

.

'
、

、

,

'

趨
隅

v
'
垂

、を

'
ぎ

・ー

縫

彗

}

、

、
室

4
ご

遼

淫

'
壽

皆
き

聖
.

毒

整

肇

覧

ゐ

筑

β

望

璽

¢
、焦

慶

～

砂

酬

騨

～

、

濤

壕

"

P

・

鵠

一

～
3

え

凄

づ
塵訟ぐ

ひ

、

'

、

'

"

サ

、

、

、

{

㍗

、

曝
博

、、

、

曽気

'/ギ

戴
醸

Ψ

、

や
ρ

ゴ

へ
難

、
,

罵
再
.

凧 ψ 〉"、嚇 紬Aw紳 、㌔、恥俺

～ 一

隣

橘

幽酬

蝋、

電

を

…
信

瀞 　

占

・冨"」

屯

…∴
動

診

一

い

璽
噌

、λ

…

"
ゑ

琳個

ー

脚亀

「

婁,凱 電

蕊 点 一 ゴ"'唱 …^凸ボ κ

,.

お な
一 … 蕾 争欝 ～

鷺 燗』

楓 ク ベ や

定

"̀
§

誕
毒

き
'
:

～
蚤
蓑

「薫

匙
㌃
"

図2

、喬 も衡1φ く・'"、"
、'、 、

で 、 ぼ'

・ 略
、・ 育:渤 、'

・'3
、;.llll貌:1λ

明治14年 の字 限図(郡 山町柳1丁 目)

77



1

刈
Oc

l

」メつ'

魅

大宇抑

鐵

＼7卍 ㌻
.縛 享　●

-

一
塙槻桓字

墜

占史

車テ

コ
ー
西
観
土

掌
准
島

治戦中
1

_一1rq

i一属 漏 ● 畠伽.『,・

東
叡
良
ロ

観 霧
用 日

東 音 坪

　き

アコ
オ

ロ

き

ナ
ソ
ピ

秘欝

癖
・

・
・働

・へ
又
田

「高
付

高
名
デ

字

ウ̂
タ
茗.ノ

享

鰯

雛
・㌘

采
ナ

旧掌
宮
枢

刊

蚤

ロ〉

図3北 郡山村 にお ける字名 と字界

注)「 奈良県郡 山町全 図」 の北半分 を引用。本図は北郡 山村 と合併 した明治22年 以降の郡山町 をさす。



土平:「 字限図」 を用いた大和郡 山城下町の地割分析

表1北 郡山村における字別の面積

番号 字 名
面 積

町 反 畝 歩

1 薫高院前 9 10

2 竪町 3 1 13

3 新屋鋪 5 9 19

4 廣嶋 2 2 11

5 小川町 13 6 3

6 茶園場 2 8 5 23

7 左京堀 4 9 22

8 五軒屋鋪 6 7 4 16

9 陣甫郭 5 4 5

10 毘沙門郭 6 8 1

11 玄武郭 1 3 22

12 天守郭 2 2 17

13 縁郭 6 1 7

14 厩郭 6 9 21

15 松陰池 3 7 8

16 顧麟郭 1 2 7 12

17 堀 ノ側 6 1 5 29

18 植槻筋 6 6 3 13

19 尼 ケ池 6 3 17

20 尼 ヶ池下 1 7 3 4

21 南田中 9 5 7

22 大坂口 2 1 2 15

23 三組町 6 3 14

24 北田中 8 4 13

25 割場 5 9 4

26 西岸寺壷 2 4 11

27 梅 ケ谷 6 7 5

28 別所 9 3 16

29 川端 2 3 8

30 鴫 ヶ池端 6 9 8

31 鴫 ケ池 8 5 2

32 土橋筋 2 6 8 14

33 正願寺 2 3 18

34 晒場 3 15

35 代官町 2 8 7 21

資料)字 限図 「無題(北 郡山村)」(明 治22年?)

字小川町の範囲を事例にあげてみたい。この

字小川町は 「安政年間郡山藩家中屋敷図」によ

ると、町屋敷地区北端と接する侍屋敷地区であっ

た。侍屋敷が整然と並んでいるが、同図では面

積が記されていないために各屋敷地の規模が不

明であった。この地籍図を用いることで、不明

であった各屋敷地の面積がおおよそ割 り出せる。

字限図では字小川町は4紙 に分割されている。

前述の 「安政年間郡山藩家中屋敷図」上に対応

させたものが図4で ある。さらに、4紙 のうち

1紙 をとりあげて、「安政年間郡山藩家中屋敷図」

と比較 したものが図5で ある。一部分筆がみら

れるが、おおよその対応関係 を理解することが

できる。さらに、字限図に記される面積を読み

取 り、番号順に整理したものが表2で ある。こ

れらの地番は図4内 の地番を示している。これ

らの図表の対比から、かつての侍屋敷地が明治

中期に宅地 として残るのは8筆 で、その多 くは

屋敷地から田または畑に転用 されている。分筆

の例では、地番12か ら15は、もとの屋敷地を4

分割にして田または畑に転用 されたことが挙げ

られる。30、31、35、37は すべて田ないしは畑

に転用されたが、その田畑1筆 の範囲はかつて

の屋敷地の範囲を踏襲 していると考えてもよい

のではなかろうか。それならば、1筆 あたりの

面積は、1反5畝 から2反1畝 、つまり490坪か

ら630坪程度に換算できる。1筆 ごとの新旧地割

の慎重な検討が必要であるが、緻密な作業によ

り侍屋敷地の筆界が復原、個々の面積の算出が

可能となろう。また、明治期の地目による土地利用の変化の把握、つまり屋敷が並ぶ景観から

田畑のなかに屋敷が点在する景観を想定できるであろう。ただし、字限図に記される地 目は税

種に基づ くものであるから、実際の景観を想定する上では問題があることもふまえておかねば

ならない。

(2)南 郡山村の字限図

この地籍図に描かれる範囲は、郡山城下の南西部に位置する侍屋敷地区に相当する。南郡山
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土平:「 字限図」 を用いた大和郡 山城下町の地割分析

図5字 限図(字 小川町2)と 「和州郡 山藩家 中図」 の地割比較

・
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表2小 川町(一 ・部)の 屋 敷地面積

番号 地 目
面 積

反 畝 歩

12 田 5

12-2 畔 3

13 畑 S 3

13-2 畔 7

14 田 4 8

14-2 畔 3

15 田 3 24

15-2 畔 4

16 畑 1 9 4

17 宅地 1 1 9

18 宅地 5 24

19 畑 5 10

20 田 2 4 25

21 宅地 1 5 8

22 宅地 1 6

23 畑 2 3 11

24 堤塘 判読不能

25 里道 1 2 18

26 堤塘 3 28

27 新開地 2 25

28 里道 7 20

29 宅地 3 13

30 田 1 7 4

31 畑 1 5 24

32 田 7 2

33 畑 8 24

34 畑 1 2 8

35 畑 1 8 25

36 宅地 1 4 20

37 田 2 1 25

38 判読不能

39 里道 7 25

40 田 1 6 1

40-2 畔 13

41 田 1 8 7

資料)字 限図 「無題(北 郡 山村)」(明 治22年?)

村の図はH章 に挙げた3種 類である。そこで、

北郡山村と対比させるために 「奈良県下大和国

添下郡南郡山村地図」(明治21年)を 挙げてみよ

う。

凡例は、前掲の図と同様な体裁で描かれる。

第1～ 第3の 注書は同じであるが、第3に 注書

に付帯する色や印は、若干異なる。神社境内地、

寺院境内地、宅地、木造家屋、田、畑、原野、

水、開墾地、墓地の地 目、板橋、石橋、堤塘、

字界、筆界、方位界、里程表、道路の記号が定

められている。凡例の様式や村全体の全図が北

郡山村の字限図 と酷似 している。

南郡山村の字限図にも全図が含まれるが、前

述の北郡山村 と同様に別図を補っておこう(図

6)。 図7は 箕山町で侍屋敷地区の一例である。

】.Vお わ り に

本稿は、郡山城下町の範囲に相当する字限図

の紹介をふまえ、近世絵図との対比による資料

分析の第一歩を示 したにす ぎない。町屋敷地区

にあたるは郡山町は天明および寛政年間の町割

図が多く残され当時の詳細な地割が理解できる。

そこで、字限図との比較によって合筆や分筆に

よる地割の変化を把握することができる。これ

までは、侍屋敷地区の屋敷地割は城下町全体図

を用いなが ら分析するために、詳細な検討には

至 らなかった。そのような研究段階のなかで、

字限図の利用は詳細な研究を一歩進めることに

なろう。また、侍屋敷地から田畑への転用など、土地利用などの変化についても注目できよう。

これまで、明治期における近世城下町の変貌を論点にした研究はすでに蓄積 されてきた。今後、

個々の城下町におけるミクロな視点から地割の問題や土地利用の変化について詳細に検討する

ことによって、これまで明確になっていなかった個々の城下町における各地区の相違などが見

出せるのではないだろうか。
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図7明 治21年 の字 限図(南 郡 山村箕 山)

注)大 和郡 山市役所所蔵
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土平:「 字限図」 を用いた大和郡 山城下町の地割分析

付 記

本稿は、平成17年 度奈良大学研究助成を用いてなされた調査報告にあたる。史料調査の段階

で山川均氏(大 和郡山市教育委員会)、 下高大輔氏(太 宰府市教育委員会)に お世話になった。

また、図表作成に関して、地理学科2年 次生荒武友美子 さん、小栗千佳 さん、1年 次生大町唯

さんの協力を得た。記 して謝意を表 したい。
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